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志村義雄本 シダ植物生態観察雑記（七）
Y. SHIMURA : Miscellaneous notes on the ecological










れる。この無性芽による 繁殖 方式は殆んど報告されていないよう である。筆者は屋久島へ
2回，奄美大島へl回，シダ 植物の採集，調査を行った際，そのシダにおける無性芽によ
る詳細な 繁殖 方式の観察を試み たが，いずれの場合にもとの機会iと恵れなかった。 しかし
幸い1967年 3 月上旬，沖永良部島の大山の谷間において ，ζの方式を観察できた。
大山の照葉樹林下の陰湿な小渓側の傾斜面l乙ヘッカシダの群落があり，その中に お い
て， 種々の発育段階を示す無性芽がみられた。次にその若干例をあげておく。
ほぼ直立状態化近いある母葉の頂羽片上における無性芽は 発根 し， すでに 2 cm の幼葉
がでていた。 さらに母葉が湾曲，傾斜または倒伏し，その先端部（無性芽のある 頂羽片〉
が斜面上の土上または腐植土に被われた岩上に接着して無性芽が活着し，幼葉が形成され
ていた。 すなわち 1cm の幼葉（単葉）が1 枚でているもの， 5 cm の幼葉 （単葉）が1
枚でているもの， 11cm の幼葉（単葉）が1 牧でているもの（Fig.1-A), 15cm の複幼
葉 （ 2 対の羽片〕がl枚でているもの， 39cmの複幼葉が1 枚でて い る も の（Fig.1-
B), 11 .5cm と 12cm の複幼葉とが計 2 枚でているもの（Fig.1-C), 2&m の複幼葉
(3 対の羽片）が 2 枚でているもの， 23cm と 59cm の複幼葉とが計 2 枚で てお り（Fig.
1 一D）， すでに後 者の頂羽片には新無性芽 （Fig.1-Dの矢印のところ） が形成されて
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As the mother leaves with gemmae grow older, they seem to gradually incline, 
bend and fall down. Thus, the gemmae reaching earth or rock which covered with 
some humus took root there and showed the various kinds of stage in their growth. 
Namely, some of them form one young leaf (Fig. 1-A, B〕and others form two 
young leaves (Fig. 1-C, D). The young leaves range from 2 cm to 59 cm in Ieng­
th. They show a simple leaf or a compound leaf in shape (Fig. 1). 
One (59 cm in length) of them already forms a young gemma on the rachis 
near the top of terminal pinna of the leaf (Fig. 1-D). 
However, all the gemmae are still connected with the mother stock by the rachis 
of the mother leaf. 
In some stocks, some pinnae of mother leaf whose gemma have taken root bigin 
to decay. 
According to my observations, the grown gemmae will soon become an independ­
ent fern. 
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